
1.計画名称

2.計画全体の進捗状況及び総合評価

3.各施策等における評価内容と改革改善

※5つ以上の場合は裏面へ
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参加延べ人数

主な意見 市の考えや対応など

関連市民団体等名称

開催回数

参加延べ人数

参加延べ人数

5

3

地域を支える
建設産業の育
成、人材育成
確保

順調

研修会等の受講は商工会議所や
関係機関等を通じた周知が功を
奏し、目標値を上回る成果が出
て、人材育成支援に繋がってい
る。

補助金交付事業所が固定され
ていることから、新規事業所を
増やす周知活動が必要。

2

豊かな自然を
活かし環境に
配慮した災害
に強いまちづく
りの推進

順調

①緊急輸送路に指定されている
中央自動車道に架かる橋梁につ
いては、修繕が完了した。その他
の橋梁については計画的に進め
られている。②期間管路である北
大塩中区配水池~埴原田配水池
への送水管工事を実施し、計画
通りに進捗している。③耐震診
断、改修等の補助制度を設け、Ｐ
Ｒ活動の推進により、補助制度の
活用、耐震化率向上が図れた。

参加延べ人数

1

20

4

関連市民団体等名称

建設産業ビジョン建設委員会

開催回数

主な意見 市の考えや対応など
進捗評価は順調に進んでいる。
今後の課題として建設業における人材の確保、育成に取
り組む必要がある。

建設業の人材の確保、育成は社会的な問題となっており、人
材不足に加えて高齢化が進んでいる。働き方改革などを取り
入れた検討が必要である。

参加延べ人数

主な意見 市の考えや対応など

関連市民団体等名称

開催回数

参加延べ人数
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地域を支える
建設産業の育
成、人材育成
確保

順調

研修会等の受講は商工会議所や
関係機関等を通じた周知が功を
奏し、目標値を上回る成果が出
て、人材育成支援に繋がってい
る。

補助金交付事業所が固定され
ていることから、新規事業所を
増やす周知活動が必要。

説明
ライフラインや住宅における耐震化は命を守る上で最も重要である。また、建設ビジョン策定委員会
において意見のあった、移住促進により人口増加や交流人口の増加を図るために基盤整備は不可
欠となる。

①これから修繕計画にある橋
梁については、課題が多く解決
に費用と労力がかかる。②管
路延長が長いため、整備には
年数が必要であり、今後は法
定耐用年数が増える傾向にあ
る。③耐震改修の重要性をもっ
と認識していただくよう、効果的
な周知・啓発に取り組む必要が
ある。

①橋梁について、集約化と廃止の検討
を行い維持管理コストの縮減を図る必
要がある。②老朽管が今後多くなること
が予想されることから、他事業との計画
を整合することで、コスト縮減を図る必
要がある。③耐震診断を行った市民に
対し、耐震改修の重要性について説明
を行い、耐震化を促す。

人材育成等支援は引続き制度の周知
に努め、補助金交付件数や事業所数も
増やしていきたい。

人材育成等支援は引続き制度の周知
に努め、補助金交付件数や事業所数も
増やしていきたい。

コロナをきっかけに生活様式や移
住を取り巻く状況も変化した。そ
の変化にオンラインを使用し、柔
軟に対応することでコロナ禍でも
相談件数を伸ばしてきた。今後も
時代の変化や需要に応じてセミ
ナー実施などを継続し、移住者の
獲得につなげていきたい。

コロナをきっかけに移住熱は高
まったが、人口減少・少子高齢
化の現在ではどの市町村も移
住に力を入れている。その中で
他地域との差別化を行い、移
住希望者に選ばれるため茅野
市の魅力を発信していくことが
今後の課題である。

進捗
評価 順調 説明

全ての施策において順調に進んでいる。１移住促進については、相談件数が増加している。２長寿
命化計画については橋梁の修繕率が県平均を上回り、上水道も計画通り進んでいる。３セミナーの
開催については商工会議所と連携した活動が進んでいる。

今後の重点化
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情報発信に関しては、SNSを活用する
ことにより、より若い世代に対して発信
することを心掛けた。
コロナ禍では、オンラインを活用するな
ど工夫してイベントや移住相談に取り
組んだ。

建設産業振興ビジョン

区
分

施策名称 進捗評価
総合評価

改革改善の具体的内容
主な取組内容や成果 課題

1
にぎわいのあ
るまちづくりの
推進

順調


